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リ
ー
ダ
ー
格
の
３
人
の
若
者
た
ち
は
同
志
を
集
め
、近
代
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
を
築
く
た
め
に
不
可
欠
な
学
問

で
あ
る「
電
気
」「
建
築
」「
土
木
」（
後
に「
機
械
」増
設
）の
技
術
を
身
に
つ
け
る
学
校
を
つ
く
り
た
い
と
、奔
走

し
ま
す
。

　

時
代
は
、首
都
・
東
京
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
関
東
大
震
災（
１
９
２
３
年
９
月
）の
発
生
か
ら
６
年
、社

会
が「
喪
失
と
混
乱
と
不
安
」の
と
き
か
ら
立
ち
上
が
り
、復
興
が
本
格
的
に
軌
道
に
乗
り
始
め
た
こ
ろ
で
し
た
。

　

放
校
処
分
を
受
け
た
若
者
た
ち
は
、３
人
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心

に
在
校
生
に
呼
び
か
け
、当
時
、校
舎
の
あ
っ
た
大
森
か
ら
、そ
う

遠
く
は
な
い
三
田
の
慶
應
義
塾
大
学
か
ら
講
師
と
し
て
来
て
い
た

及
川
恒
忠
先
生
た
ち
に
実
情
を
訴
え
、解
決
策
を
模
索
し
ま
す
。

　

東
京
都
市
大
学
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
前
身
の「
武
蔵
工

業
大
学
30
年
史
」（
１
９
６
０
年
、五
島
育
英
会
発
行
）や「
武
蔵
工

業
大
学
50
年
史
」（
１
９
８
０
年
、同
）な
ど
の
資
料
や
、東
京
・
神
田

5「震災復興」 ── 若者たちの志が学校つくる6 ＷＨＯ？ 奔走した若者たち

　

私
た
ち
東
京
都
市
大
学
の
源
流
は
、１
８
６
８
年
の
明
治
維
新

か
ら
60
年
あ
ま
り
が
経
過
し
た
昭
和
の
初
期
、１
９
２
９
年
に「
福

澤
」で
も
な
い
、「
大
隈
」で
も
な
い
、「
新
島
」で
も
な
い
名
も
な
き

10
数
人
の
若
者
た
ち
が
、東
京
の
城
南
地
域（
東
京
南
部
の
多
摩

川
の
下
流
域
、品
川
、目
黒
、大
田
、世
田
谷
）、い
ま
で
い
う「
下
町

ロ
ケ
ッ
ト
の
地
」に
、誕
生
し
て
間
も
な
い「
東
京
高
等
工
商
学
校
」

（
芝
浦
工
業
大
学
の
前
身
、開
校
時
の
所
在
地
、東
京
府
下
荏
原

郡
大
森
町
）を
、飛
び
出
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
多
く
が
町
工
場
で
働
き
な
が
ら「
実
験
や
実
習
」で
腕
を

磨
き
た
い
と
、昼
間
部
や
夜
間
部
に
通
っ
て
い
た
若
者
た
ち
は
、学

校
の
授
業
内
容
に
満
た
さ
れ
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。改

善
を
求
め
て
学
校
と
話
し
合
い
を
す
る
と
、「
放
校
処
分
」を
受
け

て
し
ま
い
ま
す
。

「
震
災
復
興
」 

── 

若
者
た
ち
の
志
が
学
校
つ
く
る

Ｗ
Ｈ
Ｏ
？ 

奔
走
し
た
若
者
た
ち

近代日本を代表する私立大学の創立者たち

福澤諭吉
（１８３５ ― １９０１）

慶應義塾大学　建学１８５８年

大隈重信
（１８３８ ― １９２２）

早稲田大学　建学１８８２年

新島 襄
（１８４３ ― １８９０）

同志社大学　建学１８７５年武蔵高等工科学校同窓会 武蔵高等工科学校学友会の
会員名簿（昭和14年12月現在） 
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7ＷＨＯ？ 奔走した若者たち8 「武蔵の夜明け」

の
古
書
店
か
ら
入
手
し
た『
会
員
名
簿（
昭
和
14
年
12
月
現
在
）武
蔵
高
等
工
科
学
校
同
窓
会
武
蔵
高
等
工
科

学
校
学
友
会
』（
６
Ｐ
写
真
）か
ら
若
者
た
ち
の
人
物
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

い
ま
の
よ
う
に
新
幹
線
や
飛
行
機
便
が
な
く
、故
郷
を
出
て
東
京
で
学
ぶ
こ
と
が
、非
常
に
困
難
だ
っ
た
時
代

に
、東
北
の
秋
田
県
や
福
島
県
、西
は
山
口
県
と
、列
島
各
地
か
ら
広
く
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。生
年
月
日
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、正
確
な
年
齢
は
不
明
で
す
が
、旧
制
中
学
卒
業
が
入
学
資
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
、多
く

は
10
代
の
若
者
た
ち
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

「
３
人
の
リ
ー
ダ
ー
」

宮
尾
薫

さ
ん（
新
潟
県
出
身　

１
９
３
１
年
電
気
卒
）

柳
田
次
郎
さ
ん（
山
口
県
出
身　

１
９
３
１
年
建
築
卒
）

佐
藤
康
実
さ
ん（
福
島
県
出
身　

１
９
３
１
年
土
木
卒
）

「
入
学
か
ら
放
校
処
分
、新
た
な
学
校
創
設
へ
」と
、学
生
た
ち
に
と
っ
て
激
動
の
記
録
を
メ
モ
と
し
て
残
し
て
い

た
Ｏ
Ｂ
が
い
ま
し
た
。そ
の
回
想
録
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

学
校
側
と
の
話
し
合
い
が
不
調
に
終
わ
り
、抗
議
の
意
志
を
込
め
て「
同
盟
休
校
」を
決
議
す
る
と
、リ
ー
ダ
ー

が
放
校
処
分
を
受
け
る
。最
後
の
手
段
と
し
て
、学
生
た
ち
は
自
分
た
ち
の
行
動
に
、理
解
を
示
し
て
い
た
慶
應

義
塾
大
学
法
学
部
教
授
の
及
川
恒
忠
先
生
の
世
田
谷
の
自
宅
を
訪
問
し
ま
す
。深
夜
ま
で
先
生
の
帰
宅
を
待
ち

「
未
明
の
陳
情
」が
始
ま
り
ま
す
。

「
武
蔵
の
夜
明
け
」

１
９
２
８
年
４
月
に「
東
京
高
等
工
商
学
校
」（
現
在
の
住
所
は
大
田
区
大
森
北
６
丁
目
）へ
入
学
し
た
が
、入

学
式
も
な
く
早
速
、講
義
開
始
。学
生
が
理
解
し
よ
う
が
し
ま
い
が
、お
構
い
な
し
の
講
義
で
、誰
か
が
質
問
す
る

と
先
生
は
頭
か
ら
し
か
り
飛
ば
し
て
い
た
。授
業
時
間
表
を
見
る
と
歯
抜
け
で
、お
ま
け
に
休
講
が
多
く
、専
門

学
校
の
授
業
と
は
こ
ん
な
も
の
か
と
あ
き
れ
た
が
、２
か
月
が
過
ぎ
る
。

７
月
に
な
っ
て
、学
友
会
の
委
員（
自
治
活
動
組
織
）が
学
校
本
部
の
実
験
室
を
み
た
と
こ
ろ
、実
験
器
具
が
な

「
同
志
た
ち
」

谷
貞
次

さ
ん（
東
京
都
出
身　

１
９
３
１
年
電
気
卒
）

木
内
忍

さ
ん（
出
身
地
不
明　

教
職
員
、学
生
名
簿
に
記
載
な
し
）

東
海
林
稔
さ
ん（
秋
田
県
出
身　

１
９
３
１
年
電
気
卒
）

林
昇

さ
ん（
山
口
県
出
身　

１
９
３
１
年
建
築
卒
）

花
塚
幹
二
郎
さ
ん（
栃
木
県
出
身　

１
９
３
１
年
土
木
卒
）

ほ
か
に
数
人
の
若
者
た
ち（
氏
名
、確
認
で
き
ず
）

─
─
あ
る
Ｏ
Ｂ
の
回
想
録
よ
り
抜
粋
─
─
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9「武蔵の夜明け」10 「武蔵の夜明け」

　

１
年
の
中
で
も
、最
も
太
陽
が
力
を
増
す
６
月
の
夏
至
の
朝
が
、明
け
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
創
設
の
源
流
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
若
者
た
ち
の
熱
情
が
、幕
末
期
の
１
８
５
８
年
に
福
澤
諭
吉
が
、東
京
・

築
地
で
始
め
た「
慶
應
義
塾
」の
志
を
受
け
継
ぐ
先
師
、及
川
恒
忠
先
生
の
こ
こ
ろ
を
動
か
し
た
の
で
す
。

　

１
９
２
９
年
初
夏
、多
く
の
苦
難
を
抱
え
な
が
ら
、師
弟
た
ち
に
と
っ
て
の「
武
蔵
の
夜
明
け
」が
始
ま
り
ま

し
た
。 に

ひ
と
つ
な
い
こ
と
を
知
る
。学
校
側
に
陳
情
し
、学
校
の
設
置
者
に
面
接
を
試
み
た
が
、一
蹴
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

９
月
に
な
っ
て
、本
校（
大
森
で
は
な
く
芝
浦
）で
専
門
科
目
の
授
業
を
受
け
た
。時
間
表
は
相
変
わ
ら
ず
不
規

則
で
実
験
な
ど
は
な
く
、週
２
時
間
く
ら
い
薄
暗
い
部
屋
で
製
図
を
し
た
く
ら
い
の
も
の
だ
っ
た
。

　

12
月
に
入
り
、昼
間
部
の
１
、２
年
生
が
一
緒
に
な
り
夜
間
部
の
学
生
も
交
え
て
、再
三
、設
置
者
に
面
会
を
求

め
た
。し
か
し
、学
校
側
は「
学
生
は
学
校
の
方
針
に
従
っ
て
お
と
な
し
く
勉
強
す
べ
し
」と
の
回
答
だ
け
だ
っ
た
。

　

翌
１
９
２
９
年
３
月
の
春
休
み
に
、学
校
側
は
新
１
年
生
用
に
教
室（
平
屋
建
て
）を
建
て
増
し
た
。４
月
の
新

学
期
に
新
２
年
生
が
、今
ま
で
の
話
し
合
い
の
経
過
を
報
告
し
、「
設
置
者
か
ら
、誠
意
あ
る
回
答
が
得
ら
れ
な
い

と
き
は
、同
盟
休
校
す
る
」と
決
議
し
た
。新
１
年
生
も
行
動
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

�　

５
月
の
初
め
に
神
田
錦
町
の
学
士
会
館
で
、設
置
者
と
の
会
見
が
行
わ
れ
た
が
、不
調
に
終
わ
り
翌
日
か
ら
同

盟
休
校
に
入
る
。１
週
間
後
、学
校
側
は
、２
年
生
リ
ー
ダ
ー
全
員
の「
放
校
処
分
」を
校
庭
に
掲
示
し
、各
人
に

も
自
宅
あ
て「
呼
び
出
し
状
」を
郵
送
し
た
。

�　

放
校
処
分
を
知
っ
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、「
学
生
全
員
、総
退
学
し
よ
う
」と
呼
び
か
け
、学
生
全
員（
約
５
０
０

人
）が
退
学
届
を
提
出
し
た
。

�　

学
生
た
ち
は
、慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
で
、こ
の
学
校
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
及
川

恒
忠
先
生
に
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
将
来
に
つ
い
て
話
を
し
、協
力
を
お
願
い
し
た
。再
三
に
わ
た
り
陳
情
を
し
た

が「
学
校
経
営
の
意
志
は
な
い
」と
、断
ら
れ
た
。

�　

学
生
た
ち
が
最
後
に
と
っ
た
行
動
は
、大
森
の
校
舎
か
ら
10
㎞
も
離
れ
た
世
田
谷
・
下
馬
に
あ
っ
た
及
川
先
生
の

自
邸
に
、代
表
者
10
人
で
訪
問
し
、お
願
い
を
す
る
こ
と
だ
っ
た
。「
こ
れ
だ
け
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、そ
の
時
は
学
生

各
自
で
将
来
に
対
し
て
進
む
道
を
考
え
る
」と
い
う
決
意
を
固
め
て
い
た
。

�　

１
９
２
９
年
６
月
、昼
間
部
、夜
間
部
生
の
代
表
が
訪
問
し
た
が
、「
先
生
は
不
在
」。門
外
で
待
ち
続
け
る
と
、

真
夜
中
の
午
前
１
時
こ
ろ
帰
宅
し
会
談
に
応
じ
て
く
れ
た
。学
生
の
陳
情
を
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
及
川
先
生
は
、

「
学
校
経
営
な
ど
は
考
え
て
も
な
か
っ
た
が
、君
た
ち
の
熱
意
に
は
負
け
た
。５
０
０
人
の
青
年（
当
時
の
在
校

生
）が
、一
時
に
せ
よ
路
頭
に
迷
う
と
い
う
こ
と
は
重
大
問
題
で
も
あ
り
、他
人
事
と
は
思
え
な
い
」と
語
っ
た
。

�　
「
私
立
の
高
等
工
業
を
設
置
す
る
、と
い
う
目
標
で
努
力
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。自
分
に
は
実
業
家
の
西
村

有
作
と
い
う
学
生
時
代
の
親
友
が
い
る
か
ら
、西
村
と
相
談
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」。会
談
中
、停
電
が
起
き
た
。

先
生
が
ロ
ー
ソ
ク
を
灯
し
静
か
に
語
る
。学
生
の
中
に
は
感
極
ま
っ
て
泣
き
出
す
も
の
も
い
た
。　
　

（「
創
設
の
真
相
」１
９
３
１
年
電
気
卒
）
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も
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の
朝
が
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け
始
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て
い
ま
し
た
。

　

学
校
創
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の
源
流
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
若
者
た
ち
の
熱
情
が
、幕
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期
の
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８
５
８
年
に
福
澤
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が
、東
京
・

築
地
で
始
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た「
慶
應
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塾
」の
志
を
受
け
継
ぐ
先
師
、及
川
恒
忠
先
生
の
こ
こ
ろ
を
動
か
し
た
の
で
す
。
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９
２
９
年
初
夏
、多
く
の
苦
難
を
抱
え
な
が
ら
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弟
た
ち
に
と
っ
て
の「
武
蔵
の
夜
明
け
」が
始
ま
り
ま

し
た
。 に

ひ
と
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い
こ
と
を
知
る
。学
校
側
に
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し
、学
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の
設
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者
に
面
接
を
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み
た
が
、一
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ま
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た
。

　

９
月
に
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て
、本
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大
森
で
は
な
く
芝
浦
）で
専
門
科
目
の
授
業
を
受
け
た
。時
間
表
は
相
変
わ
ら
ず
不
規
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で
実
験
な
ど
は
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く
、週
２
時
間
く
ら
い
薄
暗
い
部
屋
で
製
図
を
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た
く
ら
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も
の
だ
っ
た
。

　

12
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に
入
り
、昼
間
部
の
１
、２
年
生
が
一
緒
に
な
り
夜
間
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の
学
生
も
交
え
て
、再
三
、設
置
者
に
面
会
を
求
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た
。し
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し
、学
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側
は「
学
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は
学
校
の
方
針
に
従
っ
て
お
と
な
し
く
勉
強
す
べ
し
」と
の
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だ
け
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っ
た
。

　

翌
１
９
２
９
年
３
月
の
春
休
み
に
、学
校
側
は
新
１
年
生
用
に
教
室（
平
屋
建
て
）を
建
て
増
し
た
。４
月
の
新

学
期
に
新
２
年
生
が
、今
ま
で
の
話
し
合
い
の
経
過
を
報
告
し
、「
設
置
者
か
ら
、誠
意
あ
る
回
答
が
得
ら
れ
な
い

と
き
は
、同
盟
休
校
す
る
」と
決
議
し
た
。新
１
年
生
も
行
動
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

�　

５
月
の
初
め
に
神
田
錦
町
の
学
士
会
館
で
、設
置
者
と
の
会
見
が
行
わ
れ
た
が
、不
調
に
終
わ
り
翌
日
か
ら
同

盟
休
校
に
入
る
。１
週
間
後
、学
校
側
は
、２
年
生
リ
ー
ダ
ー
全
員
の「
放
校
処
分
」を
校
庭
に
掲
示
し
、各
人
に

も
自
宅
あ
て「
呼
び
出
し
状
」を
郵
送
し
た
。

�　

放
校
処
分
を
知
っ
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、「
学
生
全
員
、総
退
学
し
よ
う
」と
呼
び
か
け
、学
生
全
員（
約
５
０
０

人
）が
退
学
届
を
提
出
し
た
。

�　

学
生
た
ち
は
、慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
で
、こ
の
学
校
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
及
川

恒
忠
先
生
に
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
将
来
に
つ
い
て
話
を
し
、協
力
を
お
願
い
し
た
。再
三
に
わ
た
り
陳
情
を
し
た

が「
学
校
経
営
の
意
志
は
な
い
」と
、断
ら
れ
た
。

�　

学
生
た
ち
が
最
後
に
と
っ
た
行
動
は
、大
森
の
校
舎
か
ら
10
㎞
も
離
れ
た
世
田
谷
・
下
馬
に
あ
っ
た
及
川
先
生
の

自
邸
に
、代
表
者
10
人
で
訪
問
し
、お
願
い
を
す
る
こ
と
だ
っ
た
。「
こ
れ
だ
け
や
っ
て
ダ
メ
な
ら
、そ
の
時
は
学
生

各
自
で
将
来
に
対
し
て
進
む
道
を
考
え
る
」と
い
う
決
意
を
固
め
て
い
た
。

�　

１
９
２
９
年
６
月
、昼
間
部
、夜
間
部
生
の
代
表
が
訪
問
し
た
が
、「
先
生
は
不
在
」。門
外
で
待
ち
続
け
る
と
、

真
夜
中
の
午
前
１
時
こ
ろ
帰
宅
し
会
談
に
応
じ
て
く
れ
た
。学
生
の
陳
情
を
黙
っ
て
聞
い
て
い
た
及
川
先
生
は
、

「
学
校
経
営
な
ど
は
考
え
て
も
な
か
っ
た
が
、君
た
ち
の
熱
意
に
は
負
け
た
。５
０
０
人
の
青
年（
当
時
の
在
校

生
）が
、一
時
に
せ
よ
路
頭
に
迷
う
と
い
う
こ
と
は
重
大
問
題
で
も
あ
り
、他
人
事
と
は
思
え
な
い
」と
語
っ
た
。

�　
「
私
立
の
高
等
工
業
を
設
置
す
る
、と
い
う
目
標
で
努
力
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。自
分
に
は
実
業
家
の
西
村

有
作
と
い
う
学
生
時
代
の
親
友
が
い
る
か
ら
、西
村
と
相
談
す
る
つ
も
り
で
あ
る
」。会
談
中
、停
電
が
起
き
た
。

先
生
が
ロ
ー
ソ
ク
を
灯
し
静
か
に
語
る
。学
生
の
中
に
は
感
極
ま
っ
て
泣
き
出
す
も
の
も
い
た
。　
　

（「
創
設
の
真
相
」１
９
３
１
年
電
気
卒
）
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首
都
東
京
は
、横
浜
な
ど
と
と
も
に
関
東
大
震
災
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、６
年
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。当
時

の
時
代
状
況
は
、３
０
０
年
近
く
続
い
た
江
戸
幕
府
が
幕
を
閉
じ
、明
治
の「
新
国
家
建
設
」「
富
国
強
兵
と
産
業

振
興
」が
進
み
、欧
州
で
は
第
１
次
世
界
大
戦
、そ
し
て
経
済
不
況
が
地
球
全
体
を
覆
う「
世
界
大
恐
慌
」が
起

き
て
い
ま
す
。

技
術
の
力
で
「
首
都
復
興
」
に
貢
献

１
９
２
３（
大
正
12
）年
９
月
１
日
正
午
直
前
に
発
生
、東
京
と
横
浜
は
大
き
な
被
害
を
受
け
死
者
・
行
方
不
明
者

10
万
６
０
０
人
、罹
災
者
総
数
３
４
０
万
人
、東
京
で
は
市
域（
旧
15
区
）の
44
％
、３
４
５
６
ｈ
ａ
が
焼
失
し
ま
し
た
。

１
９
９
５
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
６
０
０
０
人
余
り
。２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
約
２
万
人
。当
時
の
東
京
は
、木
造
家
屋
が
多
か
っ
た
と
は
い
え
、い
か
に
こ
の
震
災
が
巨

大
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

東
京
の
大
改
造
を
唱
え
て
い
た
後
藤
新
平
内
務
大
臣（
元
東
京
市
長
）は
、「
帝
都
復
興
院
」
総
裁
と
し
て
復
興
計

画
を
立
案

①
被
災
地
３
６
０
０
ｈ
ａ
の
区
画
整
理

「
武
蔵
高
等
工
科
学
校
」が
大
崎
の
地
に
誕
生
し
た
の
は
、技
術
の
力
で「
首
都
復
興
」へ
の
光
を
と
も
そ
う
と

し
た「
無
名
の
若
者
た
ち
の
熱
情
」と
、そ
れ
を
受
け
止
め
た
３
人
の
創
立
者
た
ち
の
決
断
だ
と
思
い
ま
す
。

②
「
昭
和
通
り
」な
ど
の
幹
線
街
路
整
備

③
隅
田
川
に
清
洲
橋
な
ど「
復
興
10
大
架
橋
」を
実
施

大
震
災
の
２
年
後
、東
京
・
芝
の
愛
宕
山
の
放
送
所（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
前
身
）か
ら

日
本
で
最
初
の
ラ
ジ
オ
電
波
が
流
れ
、「
大
衆
向
け
情
報
化
」の
第
１
歩
を
踏

み
出
し
ま
す
。１
９
２
９
年
、東
京
大
阪
間
の
中
継
放
送
開
始
。教
育
・
学
術
面

で
は
、国
内
外
の
帝
国
大
学
の
創
設
が
一
段
落
し
、津
田
英
学
塾
な
ど
語
学
や

服
飾
教
育
の
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院（
現
杉
野
服
飾
大
）、工
業
、商
業
の

専
門
的
な
私
立
の
教
育
機
関
が
新
た
な
設
立
ブ
ー
ム
に
、そ
う
し
た
中
で「
武

蔵
」も
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

関東大震災被災状況
「隅田川べりの蔵前にあった東京高等工業の惨状」

関
東
大
震
災
と
そ
の
時
代
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は
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な
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と
と
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災
で
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滅
的
な
打
撃
を
受
け
、６
年
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経
っ
て
い
ま
し
た
。当
時

の
時
代
状
況
は
、３
０
０
年
近
く
続
い
た
江
戸
幕
府
が
幕
を
閉
じ
、明
治
の「
新
国
家
建
設
」「
富
国
強
兵
と
産
業

振
興
」が
進
み
、欧
州
で
は
第
１
次
世
界
大
戦
、そ
し
て
経
済
不
況
が
地
球
全
体
を
覆
う「
世
界
大
恐
慌
」が
起

き
て
い
ま
す
。

技
術
の
力
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「
首
都
復
興
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献
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９
２
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）年
９
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１
日
正
午
直
前
に
発
生
、東
京
と
横
浜
は
大
き
な
被
害
を
受
け
死
者
・
行
方
不
明
者

10
万
６
０
０
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者
総
数
３
４
０
万
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、東
京
で
は
市
域（
旧
15
区
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44
％
、３
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５
６
ｈ
ａ
が
焼
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し
ま
し
た
。
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９
９
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１
月
の
阪
神
・
淡
路
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の
死
者
・
行
方
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明
者
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０
０
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０
１
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月
の
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本
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災
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
約
２
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の
東
京
は
、木
造
家
屋
が
多
か
っ
た
と
は
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え
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に
こ
の
震
災
が
巨

大
な
も
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で
あ
っ
た
か
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ま
す
。

　
　
　

�　

東
京
の
大
改
造
を
唱
え
て
い
た
後
藤
新
平
内
務
大
臣（
元
東
京
市
長
）は
、「
帝
都
復
興
院
」
総
裁
と
し
て
復
興
計

画
を
立
案

　
　
　
　
　

① 

被
災
地
３
６
０
０
ｈ
ａ
の
区
画
整
理

　
「
武
蔵
高
等
工
科
学
校
」が
大
崎
の
地
に
誕
生
し
た
の
は
、技
術
の
力
で「
首
都
復
興
」へ
の
光
を
と
も
そ
う
と

し
た「
無
名
の
若
者
た
ち
の
熱
情
」と
、そ
れ
を
受
け
止
め
た
３
人
の
創
立
者
た
ち
の
決
断
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

② 

「
昭
和
通
り
」な
ど
の
幹
線
街
路
整
備

　
　
　
　
　

③ 

隅
田
川
に
清
洲
橋
な
ど「
復
興
10
大
架
橋
」を
実
施

　
　
　

�　

大
震
災
の
２
年
後
、東
京
・
芝
の
愛
宕
山
の
放
送
所（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
前
身
）か
ら

日
本
で
最
初
の
ラ
ジ
オ
電
波
が
流
れ
、「
大
衆
向
け
情
報
化
」の
第
１
歩
を
踏

み
出
し
ま
す
。１
９
２
９
年
、東
京
大
阪
間
の
中
継
放
送
開
始
。教
育
・
学
術
面

で
は
、国
内
外
の
帝
国
大
学
の
創
設
が
一
段
落
し
、津
田
英
学
塾
な
ど
語
学
や

服
飾
教
育
の
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院（
現
杉
野
服
飾
大
）、工
業
、商
業
の

専
門
的
な
私
立
の
教
育
機
関
が
新
た
な
設
立
ブ
ー
ム
に
、そ
う
し
た
中
で「
武

蔵
」も
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

関東大震災被災状況
「隅田川べりの蔵前にあった東京高等工業の惨状」

　
　
　

関
東
大
震
災
と
そ
の
時
代
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及川恒忠
（１８91 ― １９56）

1929年当時、東京高等工商学校の
生徒らが授業の充実などを求めて同
盟休校に入った。しかし学校側は要求
を受け入れず、リーダー達を放校処分
にした。学生たちは困って、当時慶應
義塾大学法学部の教授をしていた及
川恒忠に安心して勉学できる学校を
作って欲しいと懇願。及川は度重なる
生徒らの熱情に押されて、親友の西村
有作に相談、西村が設立資金を出す
ことを承諾して学校の発足を決めた。

西村有作
（１890 ― １９59）

1929年、当時東工船（後の昭和工船
漁業㈱）取締役などを勤め、資産家で
あった西村有作は、同じ慶應義塾大学
の出身である及川恒忠に学校設立の
資金の要請を受けこれを承諾した。学
校経営は、財政面ではたびたび危機に
直面し、五島慶太翁の援助で切り抜け
たこともあったが、1944年頃は財政
面、健康面からも学校経営は困難にな
り、五島慶太翁に経営を委ねた。

手塚猛昌
（１８53 ― １９32）

東洋印刷㈱社長など、印刷・出版業を
営んでいた手塚猛昌は西村有作と同
様に慶應義塾大学の出身者である及
川恒忠から学校設立資金の出資要請
を受けこれを承諾した。手塚は日本で
初めての時刻表｢汽車汽船旅行案内｣
を発行した“時刻表の父”としても有名
だが、帝国劇場、横須賀電気瓦斯、東
京市街鉄道（後の都電）の創業にも参
加するなど財界人としても活躍した。

本学の創立者たち
　

及
川
先
生
の
働
き
か
け
で
、資
金
を
援
助
し
て
く
れ
る
人
物
が
現
れ
ま
す
。一
刻
も
早
い
開
校
を
実
現
し
よ
う

と
、大
田
区
大
森
か
ら
北
へ
４
㎞
、そ
う
遠
く
離
れ
て
い
な
い
所
に
学
校
用
地
を
探
し
出
し
ま
す
。現
在
の
東
急
電

鉄
池
上
線「
大
崎
広
小
路
駅
」に
隣
接
し
た
場
所
で
、廃
屋
の
よ
う
な
木
造
２
階
建
て
の
沖
電
気
の
電
線
工
場
が

建
っ
て
い
ま
し
た
。

　

敷
地
面
積
は
当
時
の
小
学
校
の
校
庭
ほ
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。目
黒
川
に
近
い
低
地
で
、大
雨
が
降
れ
ば
、す
ぐ

に
浸
水
し
て
し
ま
う
よ
う
な
水
は
け
の
悪
い
と
こ
ろ
で
し
た
。高
架
を
走
る
池
上
線
の
電
車
の
ブ
レ
ー
キ
の
き
し

む
音
や
、振
動
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

長
い
間
、使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、雨
漏
り
は
す
る
し
、窓
ガ
ラ
ス
は
割
れ
放
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
で

も
総
動
員
で
修
理
や
掃
除
に
汗
を
流
し
て
建
て
た
学
び
舎
の
完
成
に
、学
生
た
ち
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

　

創
立
後
、間
も
な
く
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。関
東
大
震
災
の
市
街
地
復
興
に
当
た
っ
て
い
た「
東
京

市
復
興
局
」か
ら
、測
量
実
習
で
使
う「
レ
ベ
ル
」（
高
低
差
測
定
器
）や「
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
」（
角
度
計
測
器
）を
大
量

に
、し
か
も
安
価
で
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。実
社
会
に
ま
だ
、先
輩
も
い
な
い
草
創
期
、教
職
員

も
学
生
も
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
き
な
闘
志
を
燃
や
し
た
そ
う
で
す
。

「
大
崎
の
廃
屋
工
場
」 

み
ん
な
の
汗
で
学
び
舎
に

「校舎」と「正門をバックに学生の笑み」
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有作に相談、西村が設立資金を出す
ことを承諾して学校の発足を決めた。

西村有作
（１890 ― １９59）

1929年、当時東工船（後の昭和工船
漁業㈱）取締役などを勤め、資産家で
あった西村有作は、同じ慶應義塾大学
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資金の要請を受けこれを承諾した。学
校経営は、財政面ではたびたび危機に
直面し、五島慶太翁の援助で切り抜け
たこともあったが、1944年頃は財政
面、健康面からも学校経営は困難にな
り、五島慶太翁に経営を委ねた。

手塚猛昌
（１８53 ― １９32）

東洋印刷㈱社長など、印刷・出版業を
営んでいた手塚猛昌は西村有作と同
様に慶應義塾大学の出身者である及
川恒忠から学校設立資金の出資要請
を受けこれを承諾した。手塚は日本で
初めての時刻表｢汽車汽船旅行案内｣
を発行した“時刻表の父”としても有名
だが、帝国劇場、横須賀電気瓦斯、東
京市街鉄道（後の都電）の創業にも参
加するなど財界人としても活躍した。

本学の創立者たち
　

及
川
先
生
の
働
き
か
け
で
、資
金
を
援
助
し
て
く
れ
る
人
物
が
現
れ
ま
す
。一
刻
も
早
い
開
校
を
実
現
し
よ
う

と
、大
田
区
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森
か
ら
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へ
４
㎞
、そ
う
遠
く
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い
な
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所
に
学
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用
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に
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で
、大
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ば
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に
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水
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て
し
ま
う
よ
う
な
水
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の
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い
と
こ
ろ
で
し
た
。高
架
を
走
る
池
上
線
の
電
車
の
ブ
レ
ー
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の
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や
、振
動
も
伝
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す
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長
い
間
、使
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て
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な
か
っ
た
た
め
、雨
漏
り
は
す
る
し
、窓
ガ
ラ
ス
は
割
れ
放
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
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に
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を
流
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建
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の
完
成
に
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の
喜
び
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。

　

創
立
後
、間
も
な
く
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。関
東
大
震
災
の
市
街
地
復
興
に
当
た
っ
て
い
た「
東
京

市
復
興
局
」か
ら
、測
量
実
習
で
使
う「
レ
ベ
ル
」（
高
低
差
測
定
器
）や「
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
」（
角
度
計
測
器
）を
大
量

に
、し
か
も
安
価
で
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。実
社
会
に
ま
だ
、先
輩
も
い
な
い
草
創
期
、教
職
員

も
学
生
も
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
き
な
闘
志
を
燃
や
し
た
そ
う
で
す
。

「
大
崎
の
廃
屋
工
場
」 

み
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の
汗
で
学
び
舎
に

「校舎」と「正門をバックに学生の笑み」
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１
９
２
９
年
９
月
、当
時
の
東
京
府
の
認
可
を
得
て「
武
蔵
高
等
工
科
学
校
」（
東
京
府
荏
原
郡
大
崎
町
谷
山

１
３
３
、現
在
の
品
川
区
大
崎
４
丁
目
、入
学
資
格
は
旧
制
中
学
卒
業
、３
年
制
）が
開
校
し
ま
し
た
。私
た
ち
の

東
京
都
市
大
学
の
源
流
の
ひ
と
つ
で
す
。

現
在
、大
崎
広
小
路
駅
の
高
架
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
に
、ス
テ
ン
レ
ス
製
の「
発
祥
の
地
の
プ
レ
ー
ト
」が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、時
代
を
超
え
て
、「
本
当
に
学
べ
る
学
校
を
つ
く
り
た
い
」と
い
う
、先

人
た
ち
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。（
２
０
１
５
年
10
月
に
設
置
）

１
９
２
９
年
９
月「
創
立
時
の
各
科
、在
籍
者
」

９
月
20
日

電
気
工
学
科（
昼
間
部
96
名
・
夜
間
部
68
名
）

建
築
工
学
科（
昼
間
部
66
名
・
夜
間
部
27
名
）

土
木
工
学
科（
昼
間
部
59
名
・
夜
間
部
62
名
）

計

（
昼
間
部
２
２
１
名・夜
間
部
１
５
７
名
）

教
員
構
成

非
常
勤
講
師
が
大
半
、創
立
者
及
川
が
将
来
の
後

継
者
と
し
て
九
州
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を

卒
業
し
た
ば
か
り
の
赤
野
正
信（
武
蔵
工
大
初
代

学
長
）を
迎
え
た
。

10
月
17
日

開
校
記
念
日
と
定
め
る

12
月
１
日

校
長
に
竹
内
季
一（
池
上
電
鉄
五

反
田
駅
の
設
計
者
）が
就
任

「発祥の地」記念碑除幕式 東急池上線・大崎広小路駅前

2015年10月30日
発祥の地 大崎広小路に「記念碑創設」

目黒川を渡る池上電気鉄道線と大崎橋。
左側に見えるのが五反田駅。
当時、地表面から東洋一の高さを誇った。
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１
９
２
９
年
９
月
、当
時
の
東
京
府
の
認
可
を
得
て「
武
蔵
高
等
工
科
学
校
」（
東
京
府
荏
原
郡
大
崎
町
谷
山

１
３
３
、現
在
の
品
川
区
大
崎
４
丁
目
、入
学
資
格
は
旧
制
中
学
卒
業
、３
年
制
）が
開
校
し
ま
し
た
。私
た
ち
の

東
京
都
市
大
学
の
源
流
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

現
在
、大
崎
広
小
路
駅
の
高
架
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
に
、ス
テ
ン
レ
ス
製
の「
発
祥
の
地
の
プ
レ
ー
ト
」が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。地
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、時
代
を
超
え
て
、「
本
当
に
学
べ
る
学
校
を
つ
く
り
た
い
」と
い
う
、先

人
た
ち
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。（
２
０
１
５
年
10
月
に
設
置
）

１
９
２
９
年
９
月「
創
立
時
の
各
科
、在
籍
者
」

　
　

９
月
20
日

　
　
　
　

電
気
工
学
科（
昼
間
部
96
名
・
夜
間
部
68
名
）

　
　
　
　

建
築
工
学
科（
昼
間
部
66
名
・
夜
間
部
27
名
）

　
　
　
　

土
木
工
学
科（
昼
間
部
59
名
・
夜
間
部
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名
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計　
　
（
昼
間
部
２
２
１
名・夜
間
部
１
５
７
名
）　

　
　
　
　

教
員
構
成　

	�
非
常
勤
講
師
が
大
半
、創
立
者
及
川
が
将
来
の
後

継
者
と
し
て
九
州
大
学
工
学
部
電
気
工
学
科
を

卒
業
し
た
ば
か
り
の
赤
野
正
信（
武
蔵
工
大
初
代

学
長
）を
迎
え
た
。

　
　

10
月
17
日

　
　
　
　

開
校
記
念
日
と
定
め
る

　
　

12
月
１
日

　
　
　
　

�

校
長
に
竹
内
季
一（
池
上
電
鉄
五

反
田
駅
の
設
計
者
）が
就
任

「発祥の地」記念碑除幕式 東急池上線・大崎広小路駅前

2015年10月30日
発祥の地 大崎広小路に「記念碑創設」

目黒川を渡る池上電気鉄道線と大崎橋。
左側に見えるのが五反田駅。
当時、地表面から東洋一の高さを誇った。



17校是は 「公正 自由 自治」18 校是は 「公正 自由 自治」

歯
抜
け
で
、そ
の
う
え
休
講
が
多
く
、専
門
学
校
と
は
こ
ん
な
も
の

か
と
思
っ
た
」と
い
う
の
で
す
。「
芽
生
え
の
地
」―
そ
の
こ
ろ
の
大

森
周
辺
は
、東
京
湾
の
潮
の
香
が
伝
わ
る「
大
森
海
岸
」が
あ
り
、

東
京
名
産
の
海
苔
の
採
取
や
、夏
は
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
う
、漁

業
や
商
業
の
盛
ん
な
街
で
し
た
。隣
の
蒲
田
に
は
映
画
の
撮
影
所

も
あ
り
、京
浜
工
業
地
帯
と
し
て
大
発
展
す
る
前
の
移
行
期
で

し
た
。

３
人
の
若
者
が
中
心
に
な
っ
て
起
し
た
行
動
が
素
晴
ら
し
い
の
は

「
そ
う
し
た
不
満
を
、不
満
の
ま
ま
に
終
わ
ら
せ
ず
、大
人
た
ち
に

実
情
を
訴
え
、理
想
と
す
る
学
校
を
つ
く
る
」と
い
う
信
念
で
、切

実
で
大
き
な
課
題
を
乗
り
越
え
、学
校
創
設
の
源
流
を
つ
く
っ
た
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。本
学
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る『
公
正

自
由

自
治
』の
芽
生
え
を
、こ
こ
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

退
学
処
分
を
受
け
た
若
者
た
ち
は
、何
を
学
校
に
求
め
た
の
で

し
ょ
う
か
。

昭
和
の
初
期
、義
務
教
育
で
あ
る
小
学
校
の
課
程
を
終
え
、旧

制
の
中
学
校
や
高
等
女
学
校
へ
の
進
学
率
は
10
％
前
後
で
し
た
。

現
在
の
大
学
進
学
率
が
50
％
超
で
す
か
ら
、上
級
学
校
へ
進
む
こ

と
が
い
か
に
困
難
な
こ
と
だ
っ
た
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。

当
時
は
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
、ひ
と
握
り
の
家
庭
の
子
ど
も

か
、ど
ん
な
に
苦
学
を
し
て
も
、向
学
心
や
み
が
た
い
と
い
う
意
志

強
固
な
、ご
く
わ
ず
か
の
若
者
た
ち
だ
け
が
、実
社
会
で
飛
躍
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
も
う
と
、学
校
の
門
を
た
た
い
た
の
で
す
。

し
か
し
、工
業
と
商
業
の
両
課
程
を
も
っ
て
発
足
し
た「
東
京
高

等
工
商
学
校
」は
、１
９
２
７
年
に
開
校
し
て
間
も
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、当
時
の
Ｏ
Ｂ
の
回
想
録
に
も
あ
る
よ
う
に「
授
業
時
間
は

校
是
は
「
公
正
自
由
自
治
」

公　正	 「我々の志とは公正なる人格の陶冶と優秀なる工業技術の修得とにあるのである。」
及川恒忠「我が学園の若人に」学友会発会式演説要旨より

自　由	 「真に自由なる人は先ず真に自尊の人であらねばならぬ。・・（中略）・・・
自ら自己に恥ぢることを知って居る人にしてはじめて自由たり得るのである。」
打村鉱三（教務主任）『武蔵高工学友会誌』創刊号より

自　治	� 「・・・この意味に於て学校は、諸君の自由・自治を慫慂する。諸君は完全に、正確に自治的であってほしい。
真の自由を心ゆくばかり享楽するがいゝ 。」
打村鉱三（教務主任）『武蔵高工学友会誌』創刊号より

揮毫 ：	山田良之助（1897〜1990）
東京工業大学教授（工学部長）
静岡大学学長
本学第４代学長（1960〜1978）

旧１号館（本館）前「建学の精神」碑
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歯
抜
け
で
、そ
の
う
え
休
講
が
多
く
、専
門
学
校
と
は
こ
ん
な
も
の

か
と
思
っ
た
」と
い
う
の
で
す
。「
芽
生
え
の
地
」―
そ
の
こ
ろ
の
大

森
周
辺
は
、東
京
湾
の
潮
の
香
が
伝
わ
る「
大
森
海
岸
」が
あ
り
、

東
京
名
産
の
海
苔
の
採
取
や
、夏
は
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
う
、漁

業
や
商
業
の
盛
ん
な
街
で
し
た
。隣
の
蒲
田
に
は
映
画
の
撮
影
所

も
あ
り
、京
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工
業
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帯
と
し
て
大
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。
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あ
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の
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し
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の
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東
京
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９
２
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に
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	 真の自由を心ゆくばかり享楽するがいゝ 。」
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旧１号館（本館）前「建学の精神」碑



19大森 「芽生えの地」は、いま20 大森→大崎→大岡山→尾山台 よき環境を求めて

　
「
技
術
立
国
」の
大
方
針
の
も
と
、武
蔵
高
等
工
科
学
校
の
評
価
も
高
ま
り
、志
願
者
が
増
え
校
舎
が
手
狭
に

な
り
ま
す
。機
械
工
学
科
も
開
設
さ
れ
、大
岡
山
に
は「
第
２
校
舎
」も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
へ
の
流
れ
が
加
速
す
る
１
９
４
０
年
に
、丹
沢
山
塊
や
霊
峰
富
士
を
望
み
、研
究
環
境
と
し
て
は
都
内
で

も
屈
指
と
い
え
る
尾
山
台
の
地
へ
移
り
ま
す
。多
摩
川
べ
り
の
敷
地
は
大
岡
山
の
約
７
倍
、発
祥
の
地「
大
崎
」に

比
べ
実
に
約
16
倍
に
広
が
り
ま
し
た
。

　

大
森
は
、東
京
都
市
大
学
に
と
っ
て「
創
設
の
地
」で
あ
る
大
崎
に
つ
な
が
る「
芽

生
え
の
地
」で
す
。実
際
に
歩
い
て
み
る
と
、90
年
の
時
を
経
て
、若
者
た
ち
が
志
を

果
た
そ
う
と
思
い
を
ぶ
つ
け
た「
大
森
の
校
舎
」は
、跡
形
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

記
録
に
よ
る
と
、毎
年
、新
春
に
学
生
ラ
ン
ナ
ー
が
健
脚
を
競
う「
箱
根
駅
伝
」の

コ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る「
第
１
京
浜
国
道
」と
、東
京
の
主
要
環
状
幹
線
道
路
で
あ
る

「
環
７
」の
交
差
点
を
西
方
向
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。京
浜
急
行
の「
平
和
島
」が

最
寄
り
駅
で
、Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
の
大
森
駅
か
ら
も
徒
歩
で
15
分
ほ
ど
で
す
。

　

そ
の
後
、よ
り
よ
き
教
育
研
究
環
境
を
求
め
て
１
９
３
２
年
、目
黒
区
大
岡
山
へ
移
転
し
ま
す
。東
急
線
の
大

岡
山
駅
の
近
く
で
、線
路
を
挟
ん
で
向
こ
う
側
に
は
、震
災
後
、蔵
前
か
ら
移
り
、１
９
２
９
年
に
東
京
高
等
工
業

か
ら
昇
格
し
た
東
京
工
業
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

環７に面してマンションや会社が建っていた

大
森
→
大
崎
→
大
岡
山
→
尾
山
台　

よ
き
環
境
を
求
め
て

大
森 
「
芽
生
え
の
地
」 

は
、い
ま

3 2
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■『４つのＯ
オー

』よき教育環境を求めて

　 1927年 大森にて芽生え
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　 1932年 大岡山へ移転
　 1940年 尾山台へ移転（1939年、等々力発足）
　 1949年 武蔵工業大学誕生
　 2009年 東京都市大学誕生

● 原子力研究所（川崎市麻生区）
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の
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の
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の
地「
大
崎
」に
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べ
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に
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16
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に
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し
た
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京
都
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大
学
に
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の
地
」で
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る
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に
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21もう一つの源流 「東横商業女学校」22 もう一つの源流 「東横商業女学校」

て
日
本
の
女
子
教
育
に
新
局
面
を
開
き
た
い
と
い
う
大
き
な
望
み
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

月
謝
を
抑
え
、「
実
物
で
の
教
育
」を
通
し
て
、科
学
的
な
教
養
深
い「
数
理
に
明
る
い
」女
子
を
育
成
し
よ
う

と
、理
科
教
室
と
料
理
用
の「
割
烹
教
室
」、１
教
室
40
人
が
一
斉
に
使
え
る
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
も
そ
ろ
え
ま
し
た
。

当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
こ
と
で
す
。初
代
校
長
は
、東
京
女
子
高
等
師
範
学
校（
現
お
茶
の
水
女
子
大
学
）か

ら
理
科
の
吉
田
弘
氏
を
招
聘
し
ま
し
た
。

　
一
方
、武
蔵
工
業
大
学
が
戦
後
の
混
乱
の
な
か
で
、慢
性
的
な
財
政
不
足
に
瀕
し
て
い
た
際
に
、教
育
者
で
あ
り

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
つ
五
島
慶
太
翁
に
理
事
長
就
任
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
要
請
を
受
け
、慶

太
翁
は
武
蔵
工
業
大
学
と
東
横
学
園
を
合
併
し
、新
た
に
設
立
さ
れ
た
学
校
法
人「
五
島
育
英
会
」の
理
事
長
に

就
き
ま
す
。

　

戦
後
の
学
制
改
革
を
経
て
、１
９
５
６
年
に「
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
」が
誕
生
し
ま
す
。当
初
の「
家
政
科
」

に
加
え
、１
９
６
６
年
に
は「
英
語
英
文
科
」「
国
語
国
文
科
」を
設
置
。21
世
紀
を
見
据
え
て
改
組
統
合
を
進
め

「
言
語
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」を
開
設
す
る
な
ど
、都
会
型
の「
強
く
、正
し
く
美
し
く
」と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
実

践
し
、２
万
７
０
０
０
人
余
り
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
４
月
１
日
、「
２
つ
の
源
流
」に
つ
な
が
る
武
蔵
工
業
大
学
と
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
が
合
流
し
、

東
京
都
市
大
学
が
誕
生
し
ま
す
。幾
多
の
歴
史
を
経
て
、現
在
は「
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
工
学
部
、知
識
工
学

　

東
京
都
市
大
学
に
は「
武
蔵
の
源
流
」と
は
別
に
、も
う
一つ
戦

前
か
ら
の
女
子
の
実
業
教
育
の
源
流
も
あ
り
ま
す
。１
９
３
９

年
、東
急
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
一
代
で
築
き
上
げ
た「
昭
和
の
実
業
家
」

五
島
慶
太
翁（
１
８
８
２
─
１
９
５
９
）を
創
設
者
と
し
て
、等
々

力（
現
等
々
力
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
地
に
開
校
し
た「
東
横
商
業
女
学

校
」で
す
。

　

長
野
県
上
田
市
の
近
郊
、美
し
く
も
厳
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
た

小
県
郡
青
木
村
の
農
家
に
育
っ
た
五
島
慶
太
翁
は
、東
京
大
学
を

卒
業
し
て
官
界
に
進
む
前
に
、当
時
の
東
京
高
等
師
範
学
校（
現

筑
波
大
学
）に
学
び
ま
す
。

　

月
謝
の
か
か
ら
な
い「
官
費
支
給
」の
学
校
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

経
済
的
な
苦
労
を
背
負
い
な
が
ら
学
ん
だ〝
苦
学
力
行
〟の
体
験

か
ら
、教
育
の
機
会
の
大
切
さ
を
強
く
認
識
し
て
お
り
、何
と
か
し

も
う
一つ
の
源
流 

「
東
横
商
業
女
学
校
」

1９３９年４月 東横商業女学校の開校
「実物での教育」「科学的な教養」を基調に、多摩川にほど近い富士山を望む等々力の丘陵に誕生した。

開校式典で式辞を述べられる
五島慶太名誉校長（6月1日）

入学式当日の東横商業女学校正門（4月10日）
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て
日
本
の
女
子
教
育
に
新
局
面
を
開
き
た
い
と
い
う
大
き
な
望
み
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

月
謝
を
抑
え
、「
実
物
で
の
教
育
」を
通
し
て
、科
学
的
な
教
養
深
い「
数
理
に
明
る
い
」女
子
を
育
成
し
よ
う

と
、理
科
教
室
と
料
理
用
の「
割
烹
教
室
」、１
教
室
40
人
が
一
斉
に
使
え
る
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
も
そ
ろ
え
ま
し
た
。

当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
こ
と
で
す
。初
代
校
長
は
、東
京
女
子
高
等
師
範
学
校（
現
お
茶
の
水
女
子
大
学
）か

ら
理
科
の
吉
田
弘
氏
を
招
聘
し
ま
し
た
。

　
一
方
、武
蔵
工
業
大
学
が
戦
後
の
混
乱
の
な
か
で
、慢
性
的
な
財
政
不
足
に
瀕
し
て
い
た
際
に
、教
育
者
で
あ
り

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
つ
五
島
慶
太
翁
に
理
事
長
就
任
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
要
請
を
受
け
、慶

太
翁
は
武
蔵
工
業
大
学
と
東
横
学
園
を
合
併
し
、新
た
に
設
立
さ
れ
た
学
校
法
人「
五
島
育
英
会
」の
理
事
長
に

就
き
ま
す
。

　

戦
後
の
学
制
改
革
を
経
て
、１
９
５
６
年
に「
東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
」が
誕
生
し
ま
す
。当
初
の「
家
政
科
」

に
加
え
、１
９
６
６
年
に
は「
英
語
英
文
科
」「
国
語
国
文
科
」を
設
置
。21
世
紀
を
見
据
え
て
改
組
統
合
を
進
め

「
言
語
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」を
開
設
す
る
な
ど
、都
会
型
の「
強
く
、正
し
く
美
し
く
」と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
実

践
し
、２
万
７
０
０
０
人
余
り
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
９
年
４
月
１
日
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２
つ
の
源
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が
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武
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工
業
大
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東
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園
女
子
短
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東
京
都
市
大
学
が
誕
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し
ま
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。幾
多
の
歴
史
を
経
て
、現
在
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世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
工
学
部
、知
識
工
学

　

東
京
都
市
大
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に
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武
蔵
の
源
流
」と
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か
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り
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す
。１
９
３
９
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急
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ツ
ェ
ル
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を
一
代
で
築
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上
げ
た「
昭
和
の
実
業
家
」

五
島
慶
太
翁（
１
８
８
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─
１
９
５
９
）を
創
設
者
と
し
て
、等
々

力（
現
等
々
力
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
地
に
開
校
し
た「
東
横
商
業
女
学

校
」で
す
。
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に
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五
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翁
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京
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を
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に
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の
東
京
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師
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学
校（
現

筑
波
大
学
）に
学
び
ま
す
。

　

月
謝
の
か
か
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な
い「
官
費
支
給
」の
学
校
だ
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た
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で
す
。

経
済
的
な
苦
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を
背
負
い
な
が
ら
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の
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切
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く
認
識
し
て
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、何
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し

も
う
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の
源
流 

「
東
横
商
業
女
学
校
」

1９３９年４月 東横商業女学校の開校
「実物での教育」「科学的な教養」を基調に、多摩川にほど近い富士山を望む等々力の丘陵に誕生した。

開校式典で式辞を述べられる
五島慶太名誉校長（6月1日）

入学式当日の東横商業女学校正門（4月10日）
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わ
れ
わ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、東
京
の
南
西
部
、か
つ
て
は
江
戸
、東
京
の「
命
の
水
」を
供
給
し
た
多
摩
川
の
流
れ

を
間
近
に
す
る
二
子
玉
川
に
、大
学
の〝
ゲ
ー
ト
〟と
な
る
市
民
開
放
型
の「
夢
キ
ャ
ン
パ
ス
」が
あ
り
ま
す
。

　

東
急
大
井
町
線
で
隣
の
駅
で
あ
る
上
野
毛
に
は
、五
島
慶
太
翁
が
建
て
、東
急
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る「
五
島
美
術
館
」が
あ
り

ま
す
。多
摩
川
の
河
岸
段
丘
の
森
の
中
に
あ
る「
文
化
財
の
宝
庫
」で
す
。

　

さ
ら
に
、等
々
力
に
都
市
生
活
学
部
、人
間
科
学
部
。次
の
駅
の
尾
山
台
に
は
、大
学
本
部
と
工
学
部
、知
識
工
学
部
の
あ
る
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
は「
知
の
宝
庫
」で
す
。す
ぐ
近
く
に
は
、品
の
い
い
お
し
ゃ
れ
な
街
と
し
て
知
ら
れ
る
自
由
が
丘
、

田
園
調
布
の
落
ち
着
い
た
住
宅
街
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。田
園
都
市
線
沿
線
の
あ
ざ
み
野
駅
近
郊
に
は
、環
境
、メ
デ
ィ
ア
情
報
の
２

つ
の
学
部
を
抱
え
る
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

東
京
と
い
う
都
市
を
、都
心
部
か
ら
で
は
な
く
、わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の「
母
な
る
川
」多
摩
川
、さ
ら
に
遠
く
丹
沢
、富
士
山
の

方
向
か
ら
、視
点
を
変
え
て
遠
望
し「
武
蔵
」と「
東
横
」が
築
い
て
き
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
実
物
教
育
の
伝
統
を
土
台
に
、新
た
な

と
も
に
学
ぼ
う 

「
建
学
の
初
心
」

部
）、「
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
開
設
１
９
９
７
年　

環
境
学
部
、メ
デ
ィ

ア
情
報
学
部
）、「
等
々
力
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
同
２
０
０
９
年　

都
市
生

活
学
部
、人
間
科
学
部　

総
合
研
究
所
）な
ど
を
舞
台
に
工
学
技

術
、人
文
社
会
科
学
、生
活
芸
術
文
化
お
よ
び
人
間
科
学
の
分
野

を
有
す
る
総
合
大
学
と
し
て
教
育
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

	

結 

び 

の 

言 

葉

年 本学の出来事 年 同時期の日本・世界の出来事

1929

1932
1934
1938

1939
1940
1942

1949

1955

1997
2004
2009

武蔵高等工科学校を開校
（電気工学、建築工学、土木工学の３学科）
大岡山新校舎完成、移転
機械工学科・設置

（財）武蔵高等工科学校の設立
初代理事長、西村有作
東横商業女学校が開校
世田谷区玉川等々力町（現在地）に校舎を移転
武蔵高等工業学校を開設

（電気工学、建築工学、土木工学、機械工学の４学科）
武蔵工業大学を開設

（電気工学、建設工学、機械工学の３学科）
学校法人東横学園と学校法人武蔵工業大学が
合併し、学校法人五島育英会と名称変更
横浜キャンパス開設
創立75周年
東京都市大学に名称変更

（現在、6学部18学科、2研究科）

1929

1932
1934
1938

1939

1942

1949

1955

1997
2004
2009

ニューヨーク証券取引所で株価が大暴落
（世界恐慌）
五・一五事件
B.ルースら米大リーグ選抜チーム来日
国家総動員法の成立

ナチス・ドイツ軍ポーランド侵攻
第二次世界大戦勃発
 ミッドウェー海戦

湯川秀樹、ノーベル物理学賞を受賞

トヨタ自動車がクラウンを発売

消費税増税（3％ → 5％）
アテネオリンピック開幕
鳩山由紀夫内閣が発足

東京都市大学の歩み
学
長
特
命
広
報
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

非
常
勤
講
師

角
田
光
男
（
つ
の
だ・み
つ
お
）

東
京
都
市
大
学
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わ
れ
わ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、東
京
の
南
西
部
、か
つ
て
は
江
戸
、東
京
の「
命
の
水
」を
供
給
し
た
多
摩
川
の
流
れ

を
間
近
に
す
る
二
子
玉
川
に
、大
学
の〝
ゲ
ー
ト
〟と
な
る
市
民
開
放
型
の「
夢
キ
ャ
ン
パ
ス
」が
あ
り
ま
す
。

　

東
急
大
井
町
線
で
隣
の
駅
で
あ
る
上
野
毛
に
は
、五
島
慶
太
翁
が
建
て
、東
急
グ
ル
ー
プ
が
運
営
す
る「
五
島
美
術
館
」が
あ
り

ま
す
。多
摩
川
の
河
岸
段
丘
の
森
の
中
に
あ
る「
文
化
財
の
宝
庫
」で
す
。

　

さ
ら
に
、等
々
力
に
都
市
生
活
学
部
、人
間
科
学
部
。次
の
駅
の
尾
山
台
に
は
、大
学
本
部
と
工
学
部
、知
識
工
学
部
の
あ
る
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。こ
こ
は「
知
の
宝
庫
」で
す
。す
ぐ
近
く
に
は
、品
の
い
い
お
し
ゃ
れ
な
街
と
し
て
知
ら
れ
る
自
由
が
丘
、

田
園
調
布
の
落
ち
着
い
た
住
宅
街
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。田
園
都
市
線
沿
線
の
あ
ざ
み
野
駅
近
郊
に
は
、環
境
、メ
デ
ィ
ア
情
報
の
２

つ
の
学
部
を
抱
え
る
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

東
京
と
い
う
都
市
を
、都
心
部
か
ら
で
は
な
く
、わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の「
母
な
る
川
」多
摩
川
、さ
ら
に
遠
く
丹
沢
、富
士
山
の

方
向
か
ら
、視
点
を
変
え
て
遠
望
し「
武
蔵
」と「
東
横
」が
築
い
て
き
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
実
物
教
育
の
伝
統
を
土
台
に
、新
た
な

と
も
に
学
ぼ
う 
「
建
学
の
初
心
」

部
）、「
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
」（
開
設
１
９
９
７
年　

環
境
学
部
、メ
デ
ィ

ア
情
報
学
部
）、「
等
々
力
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ャ
ン
パ
ス
」（
同
２
０
０
９
年　

都
市
生

活
学
部
、人
間
科
学
部　

総
合
研
究
所
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ど
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舞
台
に
工
学
技

術
、人
文
社
会
科
学
、生
活
芸
術
文
化
お
よ
び
人
間
科
学
の
分
野

を
有
す
る
総
合
大
学
と
し
て
教
育
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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の 
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合併し、学校法人五島育英会と名称変更
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東京都市大学に名称変更
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1929

1932
1934
1938

1939

1942

1949

1955

1997
2004
2009

ニューヨーク証券取引所で株価が大暴落
（世界恐慌）
五・一五事件
B.ルースら米大リーグ選抜チーム来日
国家総動員法の成立

ナチス・ドイツ軍ポーランド侵攻
第二次世界大戦勃発
 ミッドウェー海戦

湯川秀樹、ノーベル物理学賞を受賞

トヨタ自動車がクラウンを発売

消費税増税（3％ → 5％）
アテネオリンピック開幕
鳩山由紀夫内閣が発足

東京都市大学の歩み
学
長
特
命
広
報
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

非
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勤
講
師

角
田
光
男
（
つ
の
だ・み
つ
お
）

東
京
都
市
大
学



26 ニューカマーに 「稀有な校史」 を伝えたい

う
講
義
を
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
中
で
90
年
近
い
本
学
の
歴
史
を
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
ま
と
め
、分
か
り
や
す
く
前
向
き
に
語
っ
て
い
ま
す
。今
回
も
そ
の
授

業
教
材
を
存
分
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昭
和
初
期
の
若
者
た
ち
が
、自
ら
の
道
を
切
り
開
く
た
め
に
、苦
難
を
顧

み
ず
、恩
師
や
同
志
ら
と
と
も
に
こ
の
学
校
を
つ
く
っ
た
、本
学
の
稀
有
な
歴

史
を
、こ
こ
ろ
に
刻
ん
で
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

こ
の
自
校
教
育
テ
キ
ス
ト
は
、基
調
は
話
し
言
葉
で
書
き
下
ろ
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
若
い
柔
ら
か
な
こ
こ
ろ
で
、声
を
出
し
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

２
０
１
８
年 

３
月

25ニューカマーに 「稀有な校史」 を伝えたい

〝
サ
イ
エ
ン
ス
都
市
ノ
ロ
ジ
ー
〟の
研
究
拠
点
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
す
。

　

私
の
持
論
で
す
が
、大
学
の
使
命
は
、「
１
に
先
端
研
究
」「
２
に
地
域
と
の

連
携
」「
３
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
あ
る
学
生
の
育
成
」に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
自
校
教
育
副
読
本
で
あ
る『
学
校
創
設
の
初
心
に
学
ぶ　

源
流
を
つ

く
っ
た
無
名
の
若
者
た
ち
』に
は
、「
90
年
前
の
志
の
あ
る
若
者
た
ち
」と「
苦

学
力
行
の
巨
人　

五
島
慶
太
翁
」が
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

勇
猛
果
敢
に『
先
人
の
扉
』を
た
た
き
、自
ら
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
り
、社
会
的

な
使
命
を
果
た
し
て
き
た
人
た
ち
で
す
。本
校
に
入
学
し
た
若
い「
ニ
ュ
ー
カ

マ
ー
」の
行
動
力
と
実
践
で
、建
学
の
精
神
で
あ
る「
公
正
」「
自
由
」「
自
治
」

に
新
た
な
魂
を
、吹
き
込
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
自
校
教
育
」の
副
読
本
は
、本
学
出
身
で
あ
る
工
学
部
機
械
工
学
科
教

授
の
白
木
尚
人
先
生
の
全
面
的
な
協
力
で
、制
作
さ
れ
ま
し
た
。愛
校
心
あ

ふ
れ
る
白
木
先
生
は
毎
年
、新
入
生
を
対
象
に「
機
械
工
学
セ
ミ
ナ
ー
」と
い

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
に 

「
稀
有
な
校
史
」 

を
伝
え
た
い

二子玉川夢キャンパス 世田谷キャンパス横浜キャンパス等々力キャンパス
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う
講
義
を
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
中
で
90
年
近
い
本
学
の
歴
史
を
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
に
ま
と
め
、分
か
り
や
す
く
前
向
き
に
語
っ
て
い
ま
す
。今
回
も
そ
の
授

業
教
材
を
存
分
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昭
和
初
期
の
若
者
た
ち
が
、自
ら
の
道
を
切
り
開
く
た
め
に
、苦
難
を
顧

み
ず
、恩
師
や
同
志
ら
と
と
も
に
こ
の
学
校
を
つ
く
っ
た
、本
学
の
稀
有
な
歴

史
を
、こ
こ
ろ
に
刻
ん
で
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

こ
の
自
校
教
育
テ
キ
ス
ト
は
、基
調
は
話
し
言
葉
で
書
き
下
ろ
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
若
い
柔
ら
か
な
こ
こ
ろ
で
、声
を
出
し
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

２
０
１
８
年 

３
月

25ニューカマーに 「稀有な校史」 を伝えたい

〝
サ
イ
エ
ン
ス
都
市
ノ
ロ
ジ
ー
〟の
研
究
拠
点
を
構
築
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
す
。

　

私
の
持
論
で
す
が
、大
学
の
使
命
は
、「
１
に
先
端
研
究
」「
２
に
地
域
と
の

連
携
」「
３
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
あ
る
学
生
の
育
成
」に
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
自
校
教
育
副
読
本
で
あ
る『
学
校
創
設
の
初
心
に
学
ぶ　

源
流
を
つ

く
っ
た
無
名
の
若
者
た
ち
』に
は
、「
90
年
前
の
志
の
あ
る
若
者
た
ち
」と「
苦

学
力
行
の
巨
人　

五
島
慶
太
翁
」が
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

勇
猛
果
敢
に『
先
人
の
扉
』を
た
た
き
、自
ら
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
り
、社
会
的

な
使
命
を
果
た
し
て
き
た
人
た
ち
で
す
。本
校
に
入
学
し
た
若
い「
ニ
ュ
ー
カ

マ
ー
」の
行
動
力
と
実
践
で
、建
学
の
精
神
で
あ
る「
公
正
」「
自
由
」「
自
治
」

に
新
た
な
魂
を
、吹
き
込
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
自
校
教
育
」の
副
読
本
は
、本
学
出
身
で
あ
る
工
学
部
機
械
工
学
科
教

授
の
白
木
尚
人
先
生
の
全
面
的
な
協
力
で
、制
作
さ
れ
ま
し
た
。愛
校
心
あ

ふ
れ
る
白
木
先
生
は
毎
年
、新
入
生
を
対
象
に「
機
械
工
学
セ
ミ
ナ
ー
」と
い

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
に 

「
稀
有
な
校
史
」 

を
伝
え
た
い

二子玉川夢キャンパス 世田谷キャンパス横浜キャンパス等々力キャンパス



１
９
２
９
年	�



武
蔵
高
等
工
科
学
校
創
立（
大
崎
）

	

校
是「
公
正
」「
自
由
」「
自
治
」

１
９
３
２
年	

大
岡
山
へ
移
転

１
９
３
９
年	

東
横
商
業
女
学
校
開
校

１
９
４
０
年	

尾
山
台
へ
移
転

１
９
４
２
年	�



実
業
学
校
令
、専
門
学
校
令
に
よ
る
武
蔵
高
等
工

業
学
校
開
設

１
９
４
４
年	

武
蔵
工
業
専
門
学
校
に
改
称

１
９
４
９
年	

学
制
改
革
に
よ
り
武
蔵
工
業
大
学
に
昇
格

１
９
５
０
年	

武
蔵
工
業
大
学
、短
期
大
学
部
を
開
設

１
９
５
５
年	�



学
校
法
人
東
横
学
園
と
学
校
法
人
武
蔵
工
業
大
学

が
合
併
し
て
、学
校
法
人
五
島
育
英
会
に

１
９
５
６
年	

東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
開
学

１
９
６
０
年	

原
子
力
研
究
所
を
開
所

１
９
６
６
年	�



大
学
院
工
学
研
究
科
の
修
士
課
程
、機
械
工
学・生

産
機
械
工
学・電
気
工
学・建
築
学
各
専
攻
を
開
設

１
９
６
８
年	�



大
学
院
工
学
研
究
科
の
博
士
課
程
、機
械
工
学・

生
産
機
械
工
学・電
気
工
学・建
築
学
各
専
攻
を
開

設
。短
期
大
学
部
廃
止

１
９
７
２
年	�



大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
土
木
工
学
専
攻

を
開
設

１
９
７
９
年	

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
開
所
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１
９
８
１
年	�



大
学
院
工
学
研
究
科
に
博
士
課
程
土
木
工
学
専
攻

と
修
士
課
程
経
営
工
学・修
士
課
程
原
子
力
工
学

各
専
攻
を
開
設

１
９
９
２
年	

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置

１
９
９
４
年	

五
島
記
念
館
竣
工

１
９
９
７
年	�



横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
環
境
情
報
学
部
環
境
情
報
学

科
を
開
設
。情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
発
足

１
９
９
８
年	�



横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を

日
本
の
大
学
と
し
て
初
め
て
取
得

１
９
９
９
年	�



文
部
省「
ハ
イ
テ
ク・リ
サ
ー
チ・セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
」の一
環
と
し
て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
技
術
開
発

セ
ン
タ
ー
」を
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置

２
０
０
０
年	

産
官
学
交
流
セ
ン
タ
ー
開
設

２
０
０
１
年	�



大
学
院
環
境
情
報
学
研
究
科
修
士
課
程
環
境
情

報
学
専
攻
を
開
設
。大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課

程
及
び
博
士
後
期
課
程
生
産
機
械
工
学
専
攻
を
機

械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
に
改
称

２
０
０
２
年	�



大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
及
び
博
士
後
期
課

程
土
木
工
学
専
攻
を
都
市
基
盤
工
学
専
攻
に
、修

士
課
程
原
子
力
工
学
専
攻
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
子
工

学
専
攻
に
改
称
。生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
開
設

２
０
０
３
年	�



新
14
号
館「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

＃
14
」

が
竣
工
。大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
子
工
学
専
攻
を
開
設
。王
禅
寺
キ
ャ
ン
パ

ス・原
子
炉
の
廃
炉
が
決
定
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沿　
　
　

革

武蔵工業大学
1949年

武蔵工業専門学校
1944年

東京都市大学
2009年

武蔵高等工業学校
1942年

武蔵高等工科学校
1929年

1930年代1960年代1970年代1990年代2010年代 2000年代 1980年代 1950年代 1940年代

工学部

人間科学部

都市生活学部

メディア情報学部

環境学部

知識工学部

電気電子工学科

都市工学科

建築学科

機械工学科

機械システム工学科 機械システム工学科

エネルギー化学科

医用工学科 医用工学科
2013年

2008年

2007年 2003年

2003年

2002年2007年

2007年

2007年

2008年

2009年

2013年

2013年

原子力安全工学科

自然科学科

電気電子工学科
1985年

電気電子工学科
1949年
電気工学科

1944年
電気科

1942年
電気工学科

1929年
電気工学科電気電子情報工学科

都市工学科 都市基盤工学科

エネルギー化学科 環境エネルギー工学科
1997年

エネルギー基礎工学科

生体医工学科

原子力安全工学科

情報ネットワーク工学科

自然科学科

環境創生学科

環境マネジメント学科

環境創生学科

環境マネジメント学科

1997年

1969年
電子通信工学科

1960年
建築学科

1957年
建築工学科

1957年
土木工学科

1944年
建築科

1944年
土木科1949年

建設工学科 1942年
建築工学科

1930年
建築学科

1942年
土木工学科

1929年
建築工学科

1929年
土木工学科

1949年
機械工学科

1942年
機械工学科

1934年
機械工学科

1944年
機械科

1957年
電気通信工学科

1944年
電気通信科

2003年
電子情報工学科コンピュータ・メディア工学科
1997年

2007年
情報科学科

2007年2009年
経営システム工学科 経営システム工学科 応用情報工学科

2002年
システム情報工学科

1959年
経営工学科

生産機械工学科
1959年

1965年
機械工学科

情報科学科
2013年

情報通信工学科 情報通信工学科

2002年
情報メディア学科

1997年
環境情報学科

2009年
都市生活学科 都市生活学科

2005年
ライフデザイン学科

1990年
生活学科

1969年
家政学科

1956年
家政科

2004年2009年
児童学科 児童学科

1969年
国語国文学科

英語英文学科

1966年

1969年 1966年
国語国文科

英語英文科
保育学科

1997年
言語コミュニケーション学科

2013年

2013年
社会メディア学科

情報システム学科

社会メディア学科

情報システム学科

武蔵高等工科学校の校舎
（1929年創立当初）

武蔵工業大学世田谷キャンパス
（1940年代）

東横学園女子短期大学の
校舎新築竣工式（1955年）

東横学園女子短期大学開学式の
記念撮影（1956年）

東横学園等々力校舎

武蔵工業大学 総合研究所
（2004年）

武蔵工業大学世田谷キャンパス
（1969年）

武蔵工業大学横浜キャンパス
（1997年）

東横商業女学校
1939年

東横学園女子短期大学
1956年

東横学園女子短期大学閉学
2010年
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２
０
０
４
年

総
合
研
究
所
を
開
所
。新
図
書
館
竣
工

２
０
０
５
年

大
学
院
環
境
情
報
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
開
設

２
０
０
６
年

大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程・博
士
後
期
課
程

シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
専
攻
開
設

新
建
築
学
科
棟
竣
工

２
０
０
９
年

東
横
学
園
女
子
短
期
大
学
を
統
合
。武
蔵
工
業
大

学
か
ら「
東
京
都
市
大
学
」に
校
名
変
更
。大
学
院

工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程・博
士
後
期
課
程
電

気
電
子
工
学
専
攻
、生
体
医
工
学
専
攻
、情
報
工

学
専
攻
を
開
設

２
０
１
０
年

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程・博
士
後
期

課
程
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
学
専
攻
を
開
設
。大
学
院
工

学
研
究
科
博
士
前
期
課
程・博
士
後
期
課
程
共
同

原
子
力
専
攻
を
早
稲
田
大
学
と
共
同
で
開
設
。東

横
学
園
女
子
短
期
大
学
閉
学

２
０
１
１
年

大
学
院
工
学
研
究
科
都
市
基
盤
工
学
専
攻
を
都

市
工
学
専
攻
と
改
称

２
０
１
２
年

共
通
教
育
部
を
設
置

２
０
１
３
年

大
学
院
環
境
情
報
学
研
究
科
に
修
士
課
程
都
市
生

活
学
専
攻
を
増
設
。新
１
号
館
竣
工

２
０
１
５
年

東
京
都
市
大
学
歴
史
展
示
コ
ー
ナ
ー
開
設

２
０
１
８
年

新
６
号
館
竣
工

大
学
院
工
学
研
究
科
を
総
合
理
工
学
研
究
科
に
改
称

武蔵工業大学
1949年

武蔵工業専門学校
1944年

東京都市大学
2009年

武蔵高等工業学校
1942年

武蔵高等工科学校
1929年

1930年代1960年代1970年代1990年代2010年代 2000年代 1980年代 1950年代 1940年代

工学部

人間科学部

都市生活学部

メディア情報学部

環境学部

知識工学部

電気電子工学科

都市工学科

建築学科

機械工学科

機械システム工学科 機械システム工学科

エネルギー化学科

医用工学科 医用工学科
2013年

2008年

2007年 2003年

2003年

2002年2007年

2007年

2007年

2008年

2009年

2013年

2013年

原子力安全工学科

自然科学科

電気電子工学科
1985年

電気電子工学科
1949年
電気工学科

1944年
電気科

1942年
電気工学科

1929年
電気工学科電気電子情報工学科

都市工学科 都市基盤工学科

エネルギー化学科 環境エネルギー工学科
1997年

エネルギー基礎工学科

生体医工学科

原子力安全工学科

情報ネットワーク工学科

自然科学科

環境創生学科

環境マネジメント学科

環境創生学科

環境マネジメント学科

1997年

1969年
電子通信工学科

1960年
建築学科

1957年
建築工学科

1957年
土木工学科

1944年
建築科

1944年
土木科1949年

建設工学科 1942年
建築工学科

1930年
建築学科

1942年
土木工学科

1929年
建築工学科

1929年
土木工学科

1949年
機械工学科

1942年
機械工学科

1934年
機械工学科

1944年
機械科

1957年
電気通信工学科

1944年
電気通信科

2003年
電子情報工学科コンピュータ・メディア工学科
1997年

2007年
情報科学科

2007年2009年
経営システム工学科 経営システム工学科 応用情報工学科

2002年
システム情報工学科

1959年
経営工学科

生産機械工学科
1959年

1965年
機械工学科

情報科学科
2013年

情報通信工学科 情報通信工学科

2002年
情報メディア学科

1997年
環境情報学科

2009年
都市生活学科 都市生活学科

2005年
ライフデザイン学科

1990年
生活学科

1969年
家政学科

1956年
家政科

2004年2009年
児童学科 児童学科

1969年
国語国文学科

英語英文学科

1966年

1969年 1966年
国語国文科

英語英文科
保育学科

1997年
言語コミュニケーション学科

2013年

2013年
社会メディア学科

情報システム学科

社会メディア学科

情報システム学科

武蔵高等工科学校の校舎
（1929年創立当初）

武蔵工業大学世田谷キャンパス
（1940年代）

東横学園女子短期大学の
校舎新築竣工式（1955年）

東横学園女子短期大学開学式の
記念撮影（1956年）

東横学園等々力校舎

武蔵工業大学 総合研究所
（2004年）

武蔵工業大学世田谷キャンパス
（1969年）

武蔵工業大学横浜キャンパス
（1997年）

東横商業女学校
1939年

東横学園女子短期大学
1956年

東横学園女子短期大学閉学
2010年
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